
 

平成２４年度予算要求に係る新規事業採択時評価 

 

事業の概要 

事業名 一般国道１３号 泉田
いずみた

道路 
事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

東北地方整備局 

起終点 
自：山形県

やまがたけん

新庄
しんじょう

市
し

十日町
と お かま ち

 

至：山形県
やまがたけん

新庄
しんじょう

市
し

大字
おおあざ

昭和
しょうわ

 
延長  ８．２㎞ 

事業概要  

泉田
いずみた

道路は、東北中央自動車道の一部を構成する山形県
やまがたけん

新庄市
しんじょうし

十日町
と お かま ち

から同市大字
おおあざ

昭和
しょうわ

に至る延長８．２ｋ

ｍの自動車専用道路である。（東北中央自動車道は、福島県相馬市
そ う ま し

から秋田県横手市
よ こ て し

に至る延長約２６８ｋｍ

の高規格幹線道路であり、これまでに約９５ｋｍが供用済み） 

事業の目的、必要性  

泉田道路は、一般国道１３号の交通混雑の緩和等を図るとともに、東北中央自動車道の一部を形成し、３次

救急医療施設への速達性向上や地域間の広域的な交流・連携の促進等を支援する道路である。 

全体事業費  約１９０億円 計画交通量 約１０，４００台／日 

事業概要図  

  

              

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

【山形県知事】・予算化に同意 

・東日本大震災の復興支援や地域活性化に不可欠な道路であるため、早期整備をお願いする。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 

・防災上のニーズや最新の技術を踏まえ、防災面で使いやすく、コストのかからない道路構造と運用を目指し、最大限 

の工夫に努めること。 

 
事業採択の前提条件  

・費用対便益 ：便益が費用を上回っている。 

・手続きの完了：Ｈ１７～１８に構想段階ＰＩ、Ｈ１８～２０に環境影響調査、Ｈ２１．３に概略ルートを公表済 

 

事業評価結果 

費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ １．４ 

総費用 １６１億円 総便益 ２２７億円 基準年  

事業費： 135億円 

維持管理費： 26億円 

走行時間短縮便益： 194億円 

走行費用減少便益： 5億円 

交通事故減少便益：  28億円 

平成23年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C=1.1 （交通量 -10 ％） B/C=1.7 （交通量 +10 ％） 

事業費変動 B/C=1.3 （事業費 +10 ％） B/C=1.5 （事業費 -10 ％） 

事業期間変動 B/C=1.3 （事業期間 +20 ％） B/C=1.5 （事業期間 -20 ％） 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 ◎ 

泉田道路の並行区間の渋滞緩和が見込まれる 

【混雑度の改善】混雑度1.80 （20,900台/日）  ⇒混雑度0.95 （11,000台/日） 

            （並行区間最大値）     （既事業区間の供用効果を含む） 

事故対策 ○ 

山形県内平均死傷事故率の約8倍の箇所を含む当該区間の事故の減少が見込まれる 

【死傷事故率】約511件/億台キロ（現況）   [山形県平均：約62件／億台キロ（8.2倍）] 

※当該区間に並行現道における最大死傷事故  

歩行空間 － 注目すべき影響はない 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ◎ 

第３次医療施設への速達性向上 

金山町から3次救急医療施設（県立中央病院）へのアクセス時間が短縮（69分→53分＊） 

最上地方（人口約9.1万人）における第3次医療施設60分圏内の人口が拡大 

（約5.5万人（61％）⇒ 約7.9万人（87％）2.4万人増＊）  ＊事業中区間の供用を含む 

地域経済 ○ 

広域的な観光拠点間の連携強化 

山形県では秋田県内・山形県内の空港を利用した観光ルートを海外に提案。 

観光拠点となる山形空港～秋田空港の所要時間が短縮（180分→151分＊） 

＊当該区間の東北中央自動車道が整備された場合 

災 害 ◎ 

緊急輸送道路の確保 

新庄市～湯沢市間の国道13号には災害に対し脆弱な区間が存在。国道13号山形-秋田県境部で

の通行止め発生時、大規模な迂回を回避（走行距離 113km→60km＊、所要時間132分→48分＊） 
＊当該区間の東北中央自動車道が整備された場合  

環 境 － 注目すべき影響はない 

地域社会 ○ 
日常活動圏中心都市へのアクセス向上 

金山町から生活圏中心都市である新庄市へのアクセス向上が見込まれる路線である。 
金山町～新庄市までの所要時間が短縮（19分→15分） 

事業実施環境 ○ 整備に対する要望が強い 

 

採択の理由 
 費用便益比が１．４と便益が費用を上回っていることから、事業採択の前提条件が確認できる。 

また、3次救急医療施設への速達性向上、国道13号の混雑緩和などが図られるほか、高速ネットワークの形成に

より秋田県と山形県との地域間交流・連携の促進に寄与する等、当該事業の整備の必要性・効果は高いと判断で

きる。 

以上より、本事業を平成２４年度予算要求の新規事業箇所として要求する。 
 
 

 

 

担 当 課：道路局 国道・防災課 

担当課長名：三浦 真紀     

     

 

  ※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

 

 

 

 

一般国道 13 号 
泉田道路 

泉 

田 

道 

路 


